
1 

 

鈴カルカレッジのガイドライン 

 

●はじめに… 

鈴カルカレッジは、市民の皆様に文化へ触れていただくきっかけ作りや講師として活動したい方々の第一歩をお

手伝いする為に令和元年にスタートしました。ワークショップを円滑に運営する為、全てのワークショップに対

し一律の参加ルールを設けています。個別のご要望には対応できませんので、ガイドラインに沿って企画をお願

いします。熱意のある方のご応募をお待ちしております！ 

 

●募集するジャンル 

ジャンルは問わない。（例…写真入門教室・彫刻教室・小説を書く教室・キッズオペラ教室 など） 

以下の内容を含む講座は不可とする。 

・公序良俗に反するもの 

・政治的主張を含むもの 

・著作権や、商標権のその他権利侵害に当たるもの 

・同一講師による複数講座の開講 

・材料費やレンタル費以外の関連商品の販売（告知などは可） 

 

●開催概要 

開催日程：2020年 6月～2021年 3月まで。打合せにて要相談。 

開講時間：講師の希望に原則従う。1コマ 90分 4回～6回の通し講座を基本とする。1回講座も認める。 

     基本的に、午前開催（10 時 30分～12時）・午後開催（14時～15時 30分）夜間開催（19時～20時 30分） 

会  場：鈴鹿市文化会館内（各研修室・音楽室・美術工芸室・陶芸室・和室・茶室 など） 

募集条件：団体・個人・企業など参加資格は問わない。 

講師報酬：有。受講者参加料の半額を支払う。※残りの半額は会場費・設備費・事業団運営費として使用する。 

応募期間：2019年 11月 1日（金）～12月 20日（金）17時まで。 

応募方法：「鈴カルカレッジ講師エントリーシート」を鈴鹿市文化振興事業団窓口で受取りもしくはホームペー

ジにてダウンロードを行い、必要事項を記入の上、メール・事業団窓口へ持込のいずれかで応募する

こと。 

 

●開講までの流れ                    ●役割分担 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
選
考 

↓

選
考
結
果
の
連
絡 

面
談
選
考 

↓

選
考
結
果
の
連
絡 

選
考
通
過
者
と
事
業
団
と
の
打
合
せ 

（
日
程
・
内
容
の
調
整
） 

↓

３
月
頃 

チ
ラ
シ
に
掲
載
す
る
概
要
決
定 

↓

４
月
頃 

チ
ラ
シ
の
配
架 

↓

５
月
頃 

受
講
生
募
集 

↓

６
月
か
ら 

各
講
座
開
講 

■講師 

当日の運営、材料の調達は全てワークショップ講師に一

任します。会館備品使用の場合は、事前に事業団へ知ら

せてください。開講直前の追加備品は対応できない場合

があります。 

■鈴鹿市文化振興事業団 

・会場を借りる           ・釣銭用意 

・会館備品の借用予約   ・資料コピー 

・受講生の申込受付       ・会場設営の補助 
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●ワークショップ運営規定 

・1コマ 90分とし、準備は開始前 60分以内、片付けは終了後 30分以内で行うこと。会場の設営や資料の準備は

全て講師が行うものとする。 

 

・鈴鹿市文化会館の各教室には定員が設けられているので、募集人数は定員に沿った形で募集すること。 

 【各教室の定員】 

  ・第 1研修室・・・81名 第 2・3研修室・・・54名 第 4・5研修室・・・36名 

  ・音楽室・・・40名 ・美術工芸室・・・60名 ・陶芸室・・・36名 ・和室・茶室・・・30名 

  ・さつきプラザ・・・222名 

  

・ワークショップの報酬は、受講者参加料の半額を支払う。残りの半額は、会場費・設備費・事業団運営費とし

て使用する。（例…一般 1,000 円 U-22 500 円で一般 10 名 U-22 6 名参加の場合、（＠1,000×10＋＠500×6）÷2＝\6,500） 

 報酬支払いは、基本ワークショップ開催後、翌月の月末に振込み、複数回あるワークショップは最終回終了後、

翌月の月末振込み。 

 ※1 但し受講者が定員の 3分の 1 を満たない場合は、講師への折半は支払わない。また、受講者の当日キャンセル及び無断キャ

ンセルに対するキャンセル料は徴収しない。 

 

 

・受講生が使用する材料の費用は別途支給。報酬と併せて振込み。受講生一人につき最大 500円まで。 

 

 

・こども向けワークショップは 4 歳～高校生までのこどもとその保護者を対象とし、一般向けワークショップで

は、原則小学生以上を対象として年齢の上限は設けない。この範囲の中で「〇歳～」等の条件設定を加えるこ

とができる。 

 

 

・ワークショップの見学・同伴は原則不可。但し下記の場合は見学・同伴を認める。 

 ・未就学児童が受講する場合。 

・介助が必要な受講生が参加の場合。 

 

 

・講師と事業団との連絡方法は原則メールで行う。※当日使用の資料等のデータ受渡しなどがある為。 

 

 

・ワークショップ中の貴重品紛失・物品破損について、事業団は責任を負わない。 

 

 

・事業団作成のアンケートを毎回とる。アンケート結果については後日講師へ提供する。 

・開講決定後に講師の都合により開講中止になった場合、予定していた受講定員を満たした場合の受講料折半額

をその違約金として請求する。 
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・「鈴カルカレッジ」のエントリーにおいて講座受講予約、並びにワークショップのエントリーでご登録いただ

く個人情報は鈴鹿市個人情報保護条例に基づき鈴鹿市文化振興事業団で厳重に管理し、以下の目的以外には使

用しない。また本人の許可なく第三者への公開、譲渡は行わない。 

 【使用目的】 

①ワークショップの審査 ②講師への連絡 ③講師への資料送付 ④受講者への連絡 ⑤受講者名簿の作成 

●広報・告知関係 

〈鈴鹿市文化振興事業団の広報内容〉 

・全体チラシの作成、配布（作成予定 10,000枚）A3、両面カラー 

・A2ポスターの作成、掲示（作成予定 100枚）但し、各ワークショップの告知ではなく全体告知とする。 

・事業団ホームページに特設ページを作成。 

・講座募集前に鈴鹿市広報へ掲載。（予定） 

・その他、マスコミを主とするパブリシティー活動など。 

※打合せ時に、チラシに掲載する個人写真とプロフィール内容を提出すること。 

〈講師の広報〉 

・事業団作成チラシ・ポスターで自身のワークショップの広報を必ず行うこと。 

 

 

●ワークショップ当日の流れ〈例…13：30開講の場合〉 

 12：30～ 会場設営 

 13：00～ 受講受付 ※事業団で受付・受講料の徴収をする 

 13：30～ 開講〈途中 5分程度の休憩を入れる〉※進行は基本講師に一任する。 

 15：00  ワークショップ終了・受講者送り出し・片付け 

 15：30  会場撤収完了・受講料の精算 

 

●事業団が求めるワークショップとは… 

 ・大きく文化に触れる機会の創造 

・受講者がリピートしたいと思う、満足感が持てるワークショップ 

 ・受講者同士のつながりができる環境があるワークショップ（受講者同士での意見交換など） 

 ・目標があるワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

応募先・問い合わせ  

（公財）鈴鹿市文化振興事業団 8:30～17：15（土日祝休み） 

URL：http://www.s-bunka.net TEL：059-384-7000 FAX：059-384-7755 E-mail：since-97@s-bunka.net 


